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【概要】
ｻﾏｰｾﾐﾅｰ開催日：平成28年8月25日（木）、26日（金）
参加学生数：28名 ＜薬局４，病院11，行政３＞

ｱﾝｹｰﾄ回収率：68％（19名）…n=19
回答者構成：鳥取県出身者13名、その他6名

ｾﾐﾅｰを知ったきっかけ ｾﾐﾅｰ申込の決め手（複数回答可）

ｾﾐﾅｰの実施時期等の
適当性

ｾﾐﾅｰの内容について
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卒業後の進路 卒業後の就業地

現在検討している卒業後の進路や就業地について（複数回答可）

卒業後の就業地卒業後の進路

鳥取県
出身者

のみ抽出

【考察】
・進路については、全体数と本県出身者で大きな差異はない。
・就業地については、全体数と比較して、本県出身者の方が「地元」での就職を希望する学生が多く、
本ｾﾐﾅｰが本県出身者の地元就業を後押しする一助となることが期待できる。
・また、県外出身者には、就業地を「どこでもよい」と考えている者が一定数いることから、本ｾﾐﾅｰで
本県の魅力を伝えることで、県外出身者の県内就業を促すことが期待できる。
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ｻﾏｰｾﾐﾅｰに参加にあたって、知りたい・学びたいと思ったことはどんなことか

■ 薬局における在宅訪問業務についてみてみたい・・・２人
■ かかりつけ薬剤師、かかりつけ薬局システムは実際にどのようになっているのか
■ 薬剤師の教育・指導体制がどのようになっているのか・・・２人
■ 病院や薬局の薬剤師の具体的な業務が知りたかった・・・６人
■ 鳥取県内での薬剤師の採用状況が知りたかった
■ 災害支援体制について知りたかった・・・２人
■ 行政薬剤師がどのような仕事をしているか知りたかった・・・５人
■ 実習施設以外の施設を見てみたかった・・・２人
■ チーム医療における薬剤師の役割を学びたかった
■ 過疎や高齢化の進む地域で、病院がどのように機能し、薬剤師どう介入しているか知りたかった
■ 漢方について学びたかった
■ 鳥取県の薬剤師から、鳥取県で働くことの魅力や考え方を聞きたかった・・・２人

ｻﾏｰｾﾐﾅｰを終えて、最も印象に残ったり、興味を持ったことはどんなことか

＜病院＞
■ 病棟ごとの定期処方ｼｽﾃﾑや配膳ｶｰﾄの分配を見ることができたこと
■ 実際の災害支援の話など、災害現場での在り方を学ぶことができたこと・・・３人
■ 急性期病院と慢性期病院２つの研修施設を見学し、それぞれの違いを学ぶことができたこと
■ 調剤体験の中で、学校で学んだ知識が現場で役立っていることを目の当たりにしたこと
■ 多くの医療従事者がﾁｰﾑとして協力している様子を見学できたこと・・・３人
■ 在宅医療において、往診業務に同行することができたこと
■ 薬剤師から医師への処方提案を見ることができたこと
■ 里帰り出産など地方の病院ならではの状況を知ることができたこと
■ 糖尿病教室を見学できたこと

＜薬局＞
■ 薬局が病児保育施設を運営して病児をｹｱするということを知ることができた
■ 実際に在宅訪問業務に同行したり、学ぶことができたこと・・・２人
■ ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ時のﾊﾞｰｺｰﾄﾞ管理や、散剤秤量時の自動監査ｼｽﾃﾑを見学できたこと
■ 刻み生薬を使って漢方薬を製造する体験ができたこと

＜行政＞
■ 飲食店等の許可、ｽｰﾊﾟｰの食品表示のﾁｪｯｸ、麻薬廃棄の立会などに同行できたこと・・・４人
■ 行政薬剤師の業務について知ることができたこと・・・３人
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ｻﾏｰｾﾐﾅｰを通して、残念だった点、改善が必要な点

■ 見学が少し早かったかもしれない。実務実習後であれば、もっと深く学べたように思う
■ 病棟での薬剤師業務を見学することができたら良かった
■ 薬剤師と患者さんとの関わりをもう少し見たかった
■ 実務実習Ⅰ期が終わるまでに募集の締切があったので、配慮して欲しい
■ 意見交換会での資料の一部を修正したほうが良いと思った
■ あらかじめ終了時間が明確でなかった点・・・２人
■ もう少し長期の実習であればより良かった

将来の進路選択のためにあったら良いと考えられる事業・ｱｲﾃﾞｱ /  自由ﾒｯｾｰｼﾞ

＜あったら良いと考えられる事業・ｱｲﾃﾞｱ＞
■ 具体的な採用情報や就職活動の対策講座（ｴﾝﾄﾘｰｼｰﾄの書き方等）
■ 夏や春にもこのような機会があれば、より地元の医療について知るきっかけとなるのではないか
■ ５年生を対象に、実際の募集内容に関しての資料等を配布する
■ （ｻﾏｰｾﾐﾅｰの周知にあたって）大学の掲示板に貼付するだけではなく、担当者が実際に話をする

機会を設ける（特に実務実習Ⅰ期の時に、実務実習生に宣伝する）
■ １つの施設に絞った、約１週間の研修
■ あるべき姿の病院、薬局のﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ

＜自由ﾒｯｾｰｼﾞ＞
■ 学校の授業や実習では学ぶことができない災害医療や在宅医療等を見学、教示いただき非常に
有意義なｾﾐﾅｰとなった

■ 普段は経験できない貴重な体験となった
■ とても充実した一日を過ごすことができた
■ 自分が今必要なことを学ぶことができ、見学して本当に良かった
■ 明確な進路が決まっていなかったため、とても参考になるｾﾐﾅｰだった
■ 初めてこのｾﾐﾅｰがあることを知ったが、対象施設がたくさんあったため、もっと早く知っていれば良かった。
■ とても良い経験になった
■ 行政の仕事について詳しく知ることができ、とても貴重な経験となった
■ いろいろな話を聞くことで、今自分がすべきことを考えたり、将来像を考えることができた
■ 気になっていた行政の仕事について知ることができ、行政を目指そうという気持ちが強くなった
■ 往診に同行でき、とても貴重な経験となった
■ 上級学年だけでなく、下級学年にも参加資格があるｾﾐﾅｰは貴重
■ 意見交換会で、他大学の学生や薬剤師の先生と話すことができ、進路を考える上で参考になった


